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請
願
の

請
願
の

処
理
経
過
及

処
理
経
過
及

び
結
果

び
結
果
報
告
報
告

（7）

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
働
の
延

期
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣

　

あ
て

　

昨
年
４
月
、
国
は
義
務
教
育
・

高
校
標
準
法
を
改
正
し
、　

人
を

４０

下
回
る
学
級
の
設
置
を
各
都
道
府

県
の
判
断
に
任
さ
れ
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
、
少
人
数
学
級
編

成
に
独
自
に
取
り
組
む
自
治
体
が

急
増
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
今
年

度
は
山
形
県
が
小
学
校
１
・
２
・

３
年
生
か
ら
実
施
し
、
３
年
間
で

全
学
年
に
広
げ
る
こ
と
を
決
め
た

の
を
は
じ
め
、
北
海
道
・
青
森
県

・
福
島
県
・
埼
玉
県
な
ど　

の
自

２２

治
体
で
実
施
さ
れ
は
じ
め
、
昨
年

度
の
３
倍
に
達
し
て
い
る
。

　

既
に
、
実
施
し
て
い
る
秋
田
県

・
新
潟
県
・
愛
媛
県
な
ど
で
は
、

「
教
員
と
児
童
・
生
徒
の
距
離
が

　

第
二
回
定
例
会
で
は
、
意
見
書

四
件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

二
〇
〇
三
年
四
月
に
予
定
さ
れ

る
郵
政
公
社
化
に
向
け
、
「
信
書

便
」
法
案
な
ど
郵
政
関
連
４
法
案

が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　

信
書
便
法
案
は
、
国
営
で
提
供

さ
れ
て
き
た
信
書
の
配
達
に
営
利

企
業
の
参
入
を
認
め
る
も
の
で
あ

る
。
信
書
便
事
業
を
、
全
国
一
律

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
般
事

業
と
３
時
間
以
内
の
ス
ピ
ー
ド
配

達
な
ど
の
特
定
事
業
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
者
を
許
可
す
る
制

度
の
導
入
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

葉
書
な
ら　

円
、
封
書
な
ら　

円

５０

８０

の
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
に
投
函

す
れ
ば
、
全
国
ど
こ
で
も
確
実
に

届
け
ら
れ
、
国
民
生
活
に
溶
け
込

ん
だ
こ
れ
ほ
ど
便
利
な
信
書
の
送

信
シ
ス
テ
ム
は
な
い
。
こ
こ
に
、

あ
え
て
利
潤
追
求
を
第
一
と
す
る

営
利
企
業
を
参
入
さ
せ
て
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
揺
る
が
す
こ
と
を
、

国
民
が
望
ん
で
い
る
と
は
到
底
思

え
な
い
。
ま
た
、
全
国
一
律
の
料

金
制
度
は
、
儲
け
を
優
先
し
な
い

国
営
だ
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
営
利

企
業
で
は
続
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

　

首
相
が
郵
政
関
連
４
法
案
を
現

在
の
国
会
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
に

執
念
を
燃
や
し
て
い
る
の
は
、

「
将
来
、
郵
政
民
営
化
に
向
け
た

一
里
塚
だ
」
と
答
弁
し
た
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
郵
政
民

営
化
へ
の
突
破
口
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

郵
政
民
営
化
は
、
国
民
の
零
細
な

貯
蓄
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

郵
便
貯
金
・
簡
易
保
険
を
弱
体
化

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
生
活
に
か
け
が

え
の
な
い
郵
便
事
業
へ
の
営
利
企

業
参
入
と
、
郵
政
民
営
化
へ
の
政

府
の
動
き
を
拒
否
す
る
立
場
か

ら
、
郵
政
関
連
４
法
案
に
反
対

し
、
そ
の
廃
案
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣

  
・
衆
議
院
議
長
あ
て

　
　

世
紀
の
社
会
を
担
う
青
少
年

２１
の
健
全
な
育
成
は
、
国
民
す
べ
て

の
願
い
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

近
年
、
青
少
年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪

の
多
発
や
薬
物
の
乱
用
、
性
の
逸

脱
行
為
な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る

問
題
は
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
露
骨
な

性
描
写
や
過
激
な
暴
力
シ
ー
ン
を

売
り
出
し
に
し
た
雑
誌
、
ビ
デ
オ

等
の
氾
濫
に
加
え
、
急
速
に
普
及

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
な
ど
の
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
を
使

っ
た
、
過
度
な
商
業
主
義
的
風
潮

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
変

憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
国
は
「
風

俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
や
、
い

わ
ゆ
る
「
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル

ノ
処
罰
法
」
等
で
、
ま
た
、
各
都

道
府
県
で
は
青
少
年
保
護
条
例
等

で
各
種
規
制
や
保
護
策
を
講
じ
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
民
的
な

問
題
で
あ
る
青
少
年
問
題
に
対
し

て
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
法
律
や
地

方
自
治
体
の
条
例
で
対
処
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
ま

た
、
十
分
な
成
果
も
上
が
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
対
す
る
基
本
理
念
や
方
針
等
を

明
確
に
し
、
健
全
な
育
成
を
阻
害

す
る
恐
れ
の
あ
る
社
会
環
境
か

ら
、
国
全
体
で
青
少
年
を
守
る
た

め
の
包
括
的
、
か
つ
体
系
的
な
法

整
備
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
「
青
少
年
健
全
育
成
基

本
法
」
を
早
期
に
制
定
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
・
国
家
公
安

　

委
員
長
・
文
部
科
学
大
臣
・

　

厚
生
労
働
大
臣
・
総
務
大
臣

　

あ
て

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ

ト
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成　

年
１１

８
月
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

に
よ
り
成
立
し
、
本
年
８
月
５
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
住
基
ネ
ッ
ト
稼

働
に
際
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
課

題
が
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
の

運
用
方
法
を
規
定
す
る
「
住
民
基

本
台
帳
事
務
処
理
要
綱
」
の
改
正

に
つ
い
て
総
務
省
は
「
地
方
自
治

体
に
案
を
示
し
、
地
方
自
治
体
の

意
見
を
聞
い
て
改
正
す
る
。
」
と

述
べ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
未

だ
に
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
、
こ
れ
で
は
、
全
国
三
、
三
〇

〇
余
の
市
区
町
村
が
理
解
し
、
納

得
で
き
る
要
綱
の
改
正
が
、
住
基

ネ
ッ
ト
施
行
日
に
間
に
合
う
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
指

定
情
報
処
理
機
関
で
あ
る
地
方
自

治
情
報
セ
ン
タ
ー
も
、
本
年
４
月

に
な
っ
て
か
ら
「
既
存
住
基
ネ
ッ

ト
に
は
追
加
修
正
が
必
要
」
と
し

な
が
ら
も
、
具
体
的
内
容
と
、
そ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

二
つ
目
の
課
題
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
問
題
で
す
。
当
該
普
通

地
方
公
共
団
体
住
民
の
個
人
情
報

を
守
る
責
務
は
、
地
方
自
治
体
が

有
し
て
お
り
、
各
自
治
体
が
住
基

ネ
ッ
ト
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

権
限
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
全
体
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
、
高
い
水
準
で

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万

一
、
ど
こ
か
の
自
治
体
で
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
水
準
が
低
い
と
、
そ

こ
か
ら
全
国
民
の
個
人
デ
ー
タ
が

漏
え
い
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま 

す
。
し
た
が
っ
て
、
住
基
ネ
ッ
ト

を
稼
働
す
る
の
に
先
立
っ
て
、
す

べ
て
の
自
治
体
に
お
い
て
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
が
高
い
水
準
で
保
た
れ

る
た
め
の
人
的
・
物
質
的
準
備
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
客
観
的
に
検

証
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

三
つ
目
の
課
題
は
、
最
も
重
要

な
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
」
の
問

題
で
す
。
上
記
、
住
民
基
本
台
帳

法
改
正
当
時
か
ら
、
住
基
ネ
ッ
ト

に
関
連
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

十
分
な
個
人
情
報
保
護
対
策
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
、
政
府
に
よ
っ
て

確
約
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

い
う
個
人
情
報
保
護
対
策
と
は
、

具
体
的
に
は
「
民
間
事
業
者 
←
 

郵
政
関
連
4
法
案
に

反

対

す

る

意

見

書 

←
並
び
に
行
政
機
関
が
保
有
す

る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律

の
制
定
」
で
す
が
、
い
ず
れ
も
未

だ
に
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
行
政
個
人
情
報
保
護
法
案
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
８
原
則
を
踏
ま
え
て
制

定
し
た
地
方
自
治
体
の
個
人
情
報

保
護
条
例
に
比
べ
て
、
収
集
制
限

が
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
や
利
用
目

的
変
更
・
目
的
外
利
用
・
他
機
関

へ
の
提
供
な
ど
、
行
政
機
関
の
都

合
を
優
先
し
て
い
る
な
ど
の
点
に

お
い
て
、
個
人
情
報
保
護
が
極
め

て
不
十
分
で
あ
り
、
法
案
の
一
部

修
正
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
課
題
が
解
消
さ
れ

な
い
う
ち
に
、
現
行
住
基
ネ
ッ
ト

を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
民
や

地
方
自
治
体
に
大
き
な
リ
ス
ク
を

背
負
わ
せ
る
も
の
と
思
慮
し
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
本

年
８
月
５
日
の
住
民
基
本
台
帳
ネ

縮
ま
り
、
発
言
の
機
会
が
増
え

た
。
子
ど
も
が
積
極
的
に
な
っ

た
。
き
め
細
か
な
指
導
が
効
果

的
」
と
そ
の
成
果
が
大
き
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
４
月
か
ら
、
公
立

学
校
で
完
全
学
校
五
日
制
と
新
学

習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
指
導
内
容
を
３
割
削
減
し
、

ゆ
と
り
あ
る
教
育
を
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
の
充
実
で
「
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
」
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。

　

世
界
的
に
見
て
も
、　

〜　

人

２０

３０

学
級
が
常
識
と
な
り
、
小
学
校
低

学
年
に
つ
い
て
は　

人
以
下
も
実

２０

現
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、
東
京

都
に
お
い
て
も　

人
以
下
の
学
級

３０

を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣

　

・
東
京
都
知
事
あ
て

　

各
委
員
会
は
、
情
報
を
収
集

し
、
専
門
的
知
識
を
深
め
、
優
れ

た
施
策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
先
進
地
等
を
視
察
し
て
、
特

定
事
件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。                       

  　

企
画
総
務
常
任
委
員
会
は
、
五

月
一
四
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
、

次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を

行
政
視
察
し
ま
し
た
。        

  
【
国
分
市
】              

▽
庁
舎
に
つ
い
て            

  
【
鹿
児
島
市
】            

▽
行
政
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

　

て                      

▽
消
費
経
済
対
策
に
つ
い
て    

  
【
宮
崎
市
】              

▽
事
務
処
理
の
効
率
化
に
つ
い
て

▽
産
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い

　

て                       

  　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
五

月
二
一
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
、

次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を

行
政
視
察
し
ま
し
た
。

  
【
神
戸
市
】              

▽
病
院
事
業
に
つ
い
て        

  
【
羽
曳
野
市
】            

▽
児
童
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て  

  
【
和
歌
山
市
】            

▽
病
院
事
業
に
つ
い
て         

  　

文
教
生
活
常
任
委
員
会
は
、
五

月
一
五
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
、

次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を

行
政
視
察
し
ま
し
た
。

  
【
城
陽
市
】

▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　

・
充
実
に
つ
い
て            

　
【
倉
敷
市
】

▽
義
務
教
育
の
整
備
、
充
実
と
そ

　

の
質
的
向
上
に
つ
い
て

  
【
廿
日
市
市
】            

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
社
会
教

　

育
の
振
興
に
つ
い
て          

　

都
市
環
境
常
任
委
員
会
は
、
五

月
一
三
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
、

次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を

行
政
視
察
し
ま
し
た
。

  
【
富
山
市
】

▽
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て    

  
【
大
津
市
】

　

市
長
か
ら
、
請
願
の
処
理
経
過

及
び
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち

　

と
安
定
し
た
委
託
施
設
の
運
営

　

を
求
め
る
請
願            

　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
六
日

　

採
択
）                  

　

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
す

が
、
願
意
に
沿
う
よ
う
に
努
力
い

た
し
ま
す
。
保
育
園
新
設
に
あ
た

っ
て
は
、
認
可
を
希
望
さ
れ
て
い

る
委
託
保
育
室
も
説
明
会
の
対
象

と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
一
四
年
三
月
三
〇
日
発
行

の
市
議
会
だ
よ
り
（
臨
時
号
）
に

掲
載
し
ま
し
た
「
議
員
の
紹
介
」

に
関
す
る
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 
     

　

浅
見
美
子
議
員
の
電
話
番
号  

　
　

（
七
九
六
）
七
九
六
七

都
市
環
境
常
任
委
員
会

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
生
活
常
任
委
員
会

委
員
会
の
行
政
視
察

委
員
会
の
行
政
視
察�

委
員
会
の
行
政
視
察�

企
画
総
務
常
任
委
員
会

▽
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

  
【
茨
木
市
】

▽
清
掃
問
題
に
つ
い
て

▽
環
境
対
策
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正

意�

書�
見�

議
員
提
出
議
案�

（要旨）�

青
少
年
健
全
育
成
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
働
の
延

期
を
求
め
る
意
見
書

東
京
都
で
の　

人
以
下
学
級

３０

早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書 


